
１ 単 元 名 「 １ ０ ０ ０ ま で の 数 」

２ 単 元 に つ い て

３ 単 元 の 目 標 （ 詳 細 は ， 評 価 規 準 参 照 ）

1000 10 100（１） までの数の数え方や表し方について関心をもち，十進位取り記数法のよさに気付くととも， や

を単位として，進んで数えたり表したり計算しようとする （算 数 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 ）。

（２） 1000までの数の大きさを10や100などを単位としてそのいくつ分と見たり，大きな数の加減を を単位にし10
て計算したりして，数の多様なとらえ方を考える （数 学 的 な 考 え 方 ）。

（３） 十進位取りのしくみをもとにして，1000までの数を，数えたり書き表したり，大きさを比べたりすることができ

る。また， を単位として簡単なたし算・ひき算をすることができる （数量や図形についての表現・処理）10 。

（ ） ， ， ， ， ，４ 1000までの数について 十進位取り記数法をもとにして 数の読み方や書き表し方 数の構成や系列 順序

大小などを理解する （数 量 や 図 形 に つ い て の 知 識 ・ 理 解 ）。

４ 単 元 計 画 （ 詳 細 は ， 評 価 規 準 参 照 ）

１ 計算棒の数え方を工夫し， をこえる数のよみ方を知って， をこえる数の表し方やしくみに関心をもつ。100 100

２ ３位数について，十進位取り記数法に従って数字で表したり構成を説明したりできる。

３ 空 位 の あ る ３ 位 数 に つ い て ， 数 字 で 表 し た り 構 成 を 説 明 し た り で き る （ 本 時 ）。

や を単位にして，そのいくつ分になるかを 円玉 円玉を使った算数的活動を通して考え，
４

10 100 10 ,100
数の相対的な大きさをとらえることができる。

５ 十 進 位 取 り 記 数 法 の し く み を も と に し て ， ３ 位 数 の 大 小 を 比 較 す る こ と が で き る 。

という数を知り，線で囲むことによる算数的活動を通し という数の構成や数の系列をとらえるこ
６

1000 1000
とができる。

７ 数直線の目盛りの大きさに着目し， までの数の系列や順序を理解することができる。1000

８ を 単 位 と す る 簡 単 な た し 算 ・ ひ き 算 が で き る 。10

本 単 元 に お い て 身 に つ け る べ き 内 容 は ， 十 進 位 取 り 記 数 法 に よ る 数 の 読 み 方 ， 書 き

表 し 方 ， 大 小 ， 系 列 で あ る 。 １ 学 年 に お い て １ ０ ま で の 数 ， ２ ０ ま で の 数 ， １ ０ ０ ま

で の 数 に つ い て 学 習 し て き て い る 。 ２ 学 年 に お い て は ， １ ０ ０ ０ ま で の 数 ， １ ０ ０ ０

０ ま で の 数 に つ い て 学 習 す る 。 数 の 拡 張 は 子 ど も に と っ て 大 変 抵 抗 が あ る の で 段 階 を

お っ て 拡 張 し て い る 。 特 に 十 進 位 取 り 記 数 法 に つ い て は ， ０ か ら ９ ま で の 数 を ， 書 き

表 す 位 置 に よ っ て す べ て の 数 を 表 す こ と が で き る と い う 良 さ に つ い て 理 解 さ せ た い 。

そ の な か で も ， ０ の 存 在 は 大 変 大 き い 。 ０ の 意 味 は ２ つ あ る 。 も の の 始 ま り と ， 何 も

（ ） 。 。な い 無 と い う 意 味 で あ る 記 数 法 に お け る ０ の も つ 大 き な 意 味 は 後 者 の 方 で あ る

０ と い う 数 が な い と す べ て の 数 を 書 き 表 す こ と が で き な い 。 例 え ば ， 三 百 四 の ， 三 百

は 百 の 位 に ３ と 書 き 表 し ， 四 は 一 の 位 に ４ と 書 き 表 す 。 と こ ろ が そ の ま ま で は 「 ３，

４ 」 と な り 「 ３ ４ 」 と 間 違 え て し ま う 。 そ こ で 後 者 の 意 味 で あ る 十 の 位 が 「 何 も な

い 」 と い う こ と で 「 ０ 」 を 用 い 「 ３ ０ ４ 」 と 書 き 表 す こ と が で き る の で あ る 。，

数 の 拡 張 に 伴 い ， 具 体 的 な イ メ － ジ を 持 た せ る た め に 具 体 物 の 操 作 は 必 要 不 可 欠 に

な る 。 数 の 表 記 と 具 体 物 を 対 応 さ せ て 指 導 す る こ と に よ り ， 大 き な 数 に 対 し て の 量 感

が 豊 か に な る と 考 え る 。



５ 本 時 の 学 習 指 導

（ １ ） 本 時 の 目 標

空 位 の あ る ３ 桁 の 数 を 表 現 す る こ と が で き る （ 表 ）。

（ ２ ） 学 習 指 導 過 程

学 習 活 動 ・ 意 識 の 流 れ 支 援 と 留 意 点

１ 前 時 の 振 り 返 り を す る 。 ・ 前 時 ま で の 学 習 が 理 解 で き て い る か ど う

か を 確 認 す る た め に ， フ ラ ッ シ ュ カ － ド や

教 具 を 使 う 。

２ 課 題 を つ か む 。 ・ ０ を 使 っ た ３ 位 数 が あ る こ と を フ ラ ッ「 」

３ 教 具 を 使 っ て 空 位 の あ る 数 を 考 え る 。 シ ュ カ － ド で 確 認 す る 。

・ の 束 が ４ つ ， １ の 束 が ６ つ の 数 に ・ ３ ， ４ 人 に １ つ の 位 取 り ボ ッ ク ス を 用 意100

つ い て 考 え る 。 し ， 空 位 の な い ３ 位 数 で 全 員 が 何 度 も で き

る よ う に じ っ く り と 時 間 を と る 。

・ 位 の 数 字 は そ の 位 に 束 を い く つ 入 れ た か

を 考 え る よ う に 助 言 す る 。

・ ” ４ ０ ６ ” と ” ４ ６ ” の 違 い に つ い ・ 全 員 が 納 得 す る ま で 話 し 合 い に 十 分 な 時

て 考 え る 。 間 を 取 る

・ 何 も 入 っ て い な い 位 の 数 字 は ０ を 用 い る

こ と を ” ４ ６ ” と の 違 い を 例 に 出 し ， 理

解 で き る よ う に す る 。

・ 教 具 （ 位 取 り ボ ッ ク ス ： 動 画 コ ン テ ン 〈 評 【 表 】 空 位 の あ る 三 位 数 に つ い て〉

ツ 参 照 を 使 っ て ３ ０ ７ と ２ ５ ０ を 作 る 数 字 で 表 す こ と が で き る 。） 。

Ｂ ： 空 位 の あ る 具 体 物 の 数 を 「 ０ 」 を 適 切

に 使 っ て 正 し く 表 す こ と が で き る 。

Ａ ： 空 位 を 表 す 「 ０ 」 の 意 味 を 理 解 し ， 空

位 の な い 場 合 と 同 じ よ う に 数 の し く み を 説

明 す る こ と が で き る 。

・ 自 分 で 位 取 り ボ ッ ク ス を 使 っ て ３ ０ ７ や

２ ５ ０ を 作 る こ と が で き る 児 童 に は ど ん ど

， 。ん 自 分 た ち で 問 題 を 作 ら せ 習 熟 を 深 め る

・ ま だ 理 解 が 不 十 分 な 子 ど も に は 個 別 に 助

言 し た り ， 何 度 も 教 具 を 使 っ て 操 作 で き る

時 間 を も つ 。

・ ３ 位 数 だ け で な く ， 既 習 の ２ 位 数 ， １ 位

・ 桁 と い う 言 葉 を 知 る 。 数 に つ い て も お さ え る 。

・ 数 を 見 て 位 の 数 が 何 を 表 し て い る の か を

４ 練 習 問 題 を す る 。 言 い な が ら 問 題 を 解 く よ う に 指 示 す る 。

・ 早 く 終 わ っ た 児 童 の た め に ワ － ク シ － ト

を 用 意 し て お く 。

・ ま と め は ノ － ト に 書 く よ う に す る 。

・ 学 習 の ま と め を す る 。

Ｓ ： 十 の 位 は 何 も な い か ら 書 か な く

て い い よ 。

Ｓ ： ４ ６ と 間 違 え な い か な 。




